
令和５年度「特定分野に特異な才能のある児童生徒への支援の推進事業」

第１回 運営指導会議 報告資料

子どもの未来を創造性豊かにする広域活動
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本日の報告事項

１ 基本情報

２ 研究課題（研究領域２）
フレームワーク、指導の内容と方法、
対応プロセスなど

３ 今後の予定
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１ 基本情報
【拠点校】

八王子市立いずみの森義務教育学校

【所属校】
八王子市立第一小学校、八王子市立第三小学校、
いずみの森義務教育学校、八王子市立第五中学校

【参加児童生徒】
小学校・義務教育学校（前期課程） ５年生 ４名

６年生 ２名
中学校・義務教育学校（後期課程） １年生 １名

７年生 １名

内、特別支援教室で指導を受けている児童生徒
小学校・義務教育学校（前期課程）２名

※１名は不登校
中学校 １名
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１ 基本情報
【募集方法】

〇募集については学校が特異な才能が見ら
れる児童生徒保護者に募集リーフレット
を直接配布していただくよう依頼した。

〇その他、拠点校及び近隣校で広く募集
リーフレットを配布していただき募集
を行った。

〇特定分野に特異な才能がある児童生徒の
アセスメントについては、学校が把握し
ている場合があるため、次年度の募集方
法をさらに改善する。
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特別支援教室で指導を受けている児童生徒（児童A）

【状況】授業は通常通り受けられる。島田療育センターから
処方されている薬を飲んでいるので安定している。

【配慮】間違っている点を指摘されることが苦手である。
もし、指摘する時は、声掛けを工夫することが必要
である。例として「よくできているね。ここをもう
少しこうするとよくなると思うよ」などの声かけが
ある。視力の関係で、座席の配慮が必要である。

【才能】プログラミングのレベルは大学１年生で履修する
内容を容易に理解して実践・応用することができる。

5



特別支援教室で指導を受けている児童生徒（児童B）

【状況】同年代の子どもと話すことが苦手である。発表や
感想を話したり、書いたりすること、強要される
ことが苦手である。現在、学校では不登校である。

【配慮】気持ちの切り替えが苦手で、家庭ではグミなどを
食べて気分転換している。気分転換にグミを食べる
時間などを設定する配慮が必要である。視力が0.3
であり、見やすい座席になるように配慮が必要である。

【才能】プログラミングのレベルは大学４年生で履修する
内容を容易に理解して実践・応用することができる。
プログラミングの能力は大学の教授が驚くほど、特
異な才能が認められる。
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特別支援教室で指導を受けている児童生徒（生徒C）

【状況】最近は改善されてきたものの、会話の受け答えに詰ま
る場面がある。集中すると活動に没頭し、周囲からの
声が聞こえなくなることもある。

【配慮】集中して活動に没頭し、周囲からの声が聞こえなく
なった場合は、声を直接かけて、一旦作業を中断さ
せた上で声掛けを行うことが必要である。また、視
力が悪く、前の席にするなどの配慮も必要である。

【才能】プログラミングのレベルは大学１年生で履修する
内容を容易に理解して実践・応用することができる。
過去にプログラミング教室に通っていた。
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２ 研究課題（研究領域２）

ｇ 特異な才能のある児童生徒に支援
を提供するための学校外の機関の
在り方や、その機関と連携して学
習を行う際の学習状況の把握や学
習評価の在り方
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ｇ 特異な才能のある児童生徒に支援を提供するための学校外の機関の在り方や、
その機関と連携して学習を行う際の学習状況の把握や学習評価の在り方

【学校外の機関】

東京工科大学（コンピュータサイエンス学部）

東京八王子中央ライオンズクラブ
（特定非営利法人 青少年育成支援フォーラム）

【学郊外の機関の在り方】

東京工科大学 → ・児童生徒の特性等を把握・共有
・高度なプログラミング指導と評価

東京八王子中央 → ・児童生徒の特性等を把握・共有
ライオンズクラブ ・コミュニケーションスキル体験

・会場誘導と見守り※ライオンズクエスト

※ライオンズクエスト
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ｇ 特異な才能のある児童生徒に支援を提供するための学校外の機関の在り方や、
その機関と連携して学習を行う際の学習状況の把握や学習評価の在り方

【学習状況の把握と学習評価の在り方（フレームワーク）】

〇 第１回の学習会で、児童生徒一人一人のプログラミング
レベルを把握するための演習課題を実施。

※ 演習内容：大学１年生で履修程度のプログラミング

共通学習内容の設定

※ 東京工科大学、八王子市教育委員会、東京中央ライオンズクラブ

課題に取り組む姿、学習目標到達の状況
コミュニケーションの状況などを把握し評価する。

児童生徒一人一人が課題に取り組む姿や学習目標到達の状況、コミュニケーションの状況
など、特異な才能の伸長、成長の様子、プロセスなどを中心に評価する。

※ 東京工科大学、八王子市教育委員会、東京中央ライオンズクラブ
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東京工科大学作成の教材
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大学生

参加児童生徒
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保護者
教授・助教

参加児童生徒
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ｈ 才能と障害を併せ有する児童生徒
への対応

２ 研究課題（研究領域２）
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ｈ 才能と障害を併せ有する児童生徒への対応

【対応プロセス】

１ 広域（拠点校と近隣校）に募集案内を配布

２ 申し込みされた児童生徒の保護者とオンラインで面談実施

面談では、事業の主旨と指導の中で特に配慮して欲しいことや特性、特異な才能等に
ついて聞き取りを実施。 ※ 聞き取り内容の共有について保護者に許可を得る。

３ 面談の記録を学びと成長の記録に記載する。

４ 東京工科大学教授等、教育委員会事務局、ライオンズクラブと
児童生徒の特性や配慮事項等を共有して指導方法等を検討。

５ 学習指導の中で、児童生徒の状況を把握。
サポートする大学生や指導する教授等との相性を確認。
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大学生
教授・助教

ライオンズクラブ

拠点校 校長

教育委員会事務局

参加児童生徒
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教授・助教

電子黒板

参加児童生徒
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大学生 参加児童生徒
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←学習課題
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３ 今後の予定
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回 日時 場所 内容

１
７月２９日（土）

午後1時半から3時半まで

いずみの森義務教育学校

（地域コミュニティスペース）

・開講式

・プログラミング学習

２
８月５日（土）

午前１０時から正午まで

いずみの森義務教育学校

（地域コミュニティスペース）

・プログラミング学習

３
９月２日（土）

午前１０時から正午まで

いずみの森義務教育学校

（図書室）

・プログラミング学習

４
９月２３日（土）

午前１０時から正午まで

東京工科大学 八王子キャンパス

（片柳研究所棟 KE201教室）

・プログラミング学習

５
１０月１４日（土）

午前１０時から正午まで

いずみの森義務教育学校

（地域コミュニティスペース）

・プログラミング学習

６
１０月２１日（土）

午前１０時から正午まで

東京工科大学 八王子キャンパス

（片柳研究所棟 KE201教室）

・コミュニケーションスキル学習

７
１１月１１日（土）

午前１０時から正午まで

東京工科大学 八王子キャンパス

（研究所棟 A706教室）

・プログラミング学習

・コミュニケーションスキル学習

８
１１月２５日（土）

午前１０時から正午まで

東京工科大学 八王子キャンパス

（片柳研究所棟 KE304教室）

・プログラミング学習

９
１２月９日（土）

午前１０時から正午まで

いずみの森義務教育学校

（地域コミュニティスペース）

・プログラミング学習

１０

１２月１６日（土）

午前１０時から正午まで

いずみの森義務教育学校

（地域コミュニティスペース）

・プログラミング学習

・コミュニケーションスキル学習

・閉講式

講座の日時・場所・内容（第１回～第４回は実施済み）

○運営指導会議につきまして、皆様のスケジュールを調整のうえ開催し、児童生徒への効果的な支援について
ご助言をいただきます。

○令和５年度研究事業の修了後、研究における取組全体の概要と、個々の児童生徒に関する状況変化の概要を
まとめた研究成果報告書を作成し、文部科学省に提出します。


